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ヤンバルクイナの飼育と繁殖

※神経質なヤンバルクイナへの影響や感染症の持ち込みを避けるために、施設は原則非公開となっています。
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ヤンバルクイナの個体数は少しずつ回復していますが、絶滅の

危険はまだ去っていません。

絶滅を回避するため、2010年に国頭村の安田にヤンバルクイ

ナ飼育・繁殖施設が建設されました。

施設では飼育個体のペアリングと繁殖、ヒナを育てる技術開発

などを行っています。
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① ファウンダー
② ペアリング

③ 繁殖とヒナの飼育④ 飼育および次期のペアリング
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野生絶滅に備えた取り組み
　ヤンバルクイナ飼育・繁殖施設では、野生のヤンバルクイナが絶滅してしまう事態に備えて、飼育下

繁殖技術の研究を行っています。野生下でも生活していける個体を飼育下で生み出すための技術の確

立を目指すとともに、絶滅という最悪の事態に備えた保険個体群として、ヤンバルクイナの飼育個体群

を適切に維持しています。

　2011年までに施設で44羽が生まれています。2015年には、飼育されている個体同士からのヒナも

誕生しました。

飼育下繁殖の流れ
 ① 野外で捕獲された個体や、保護された個体を『ファウンダー』にする

　 飼育下繁殖で最初の親となる個体（＝創始個体）のことを『ファウンダー』といいます。

 ② 性格や遺伝子型に配慮しながらペアリング（つがい形成）を行う

　  相性がよくないとケンカをしてケガをすることもあるので、注意深く観察しながら進めていきます。

 ③ ペア（つがい）から生まれたヒナを育てる

　  生まれる卵の数、ヒナが孵るまでの日数、親鳥やヒナの行動などを研究し、飼育技術開発に取り組

　んでいます。

 ④ ②～③を繰り返し、野生個体群と同等の遺伝的多様性を備えた飼育個体群を創出・維持する

　  飼育個体の遺伝的な多様性に注意しながら数を増やしていきます。飼育個体を野生に復帰させる

　ための試験も実施しています。　　
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